
家族システムの歪みによって

引き起こされる問題性について

1.はじめに

著しい経済成長により,工業化や都市化が進

行する中で,家族の形態が大きく変容し,この

ような動きにつれて,離婚率の増加や子供たち

の情緒や適応上の問題の多発などが顕著となり,

家族関係に焦点を当てた家族臨床心理学が注目

集めるようになった (平木 ･中釜,2006)0

家族システム論などに代表される家族臨床心

理学は,個人が過去に受けた心的外傷に着目す

るだけでなく,家族成員間の相互作用やコミュ

ニケーションの過程を重んじて臨床的な問題を

捉えようとするものである (亀ロ,1992)｡こ

のような心理学の円環的認識論では,夫婦間の

関係性の問題により子供の非行が発生するとい

う一方向的な因果関係を把握するだけでなく,

子供の非行対応することに忙殺されることで,

その夫婦の疎遠な関係が表面化せずに維持され

ているという異なる視点からの因果関係にも目

を向けることになる｡言い換えると,これは,

家族を一つの有機的なシステムとみなし,各々

の成員が相互に影響を及ぼす複雑な因果関係や

力学関係に視点を据えて,様々な問題発生のメ

カニズムや治療法などを探ろうとするものであ

る (亀口,1992)

さて,家族システムに歪みが見られる不健全

な家族には,適切でない世代境界,特定の家族

成員に偏った役割や責任,問題性の否認などの

不合理な家族間のルールなどが示されており,

それが原因となり,正常なコミュニケーション

原 英樹

や対人関係作りなどが妨げられて,多くの心理

臨床的問題が発生することが明らかになってい

る (Friel良Friel,1998)0

そこで,本論文では,上記の家族システムに

おける構造的な歪みとそれによって引き起こさ

れる様々な障害や心理臨床的問題を概観 し,そ

の家族の在り方やその中で展開される関係性を

把握することの意味を再検討 していきたい｡

2.家族内の不健全な役割

Friel良Friel(1998)によれば,不健全な

家族では,各成員が担 う役割に柔軟性がなく,

特定の人物に偏った役割や責任が課せられてお

り,以下のような適切さを欠いた様々な役割が

存在していることが述べられている｡

(1) ドゥア- (TheDo-er)

この役割を果たす人物は,家族の主な仕事や

機能を一手に引き受ける傾向が強く,時に疲労

や空虚感を持つことがあっても,他者の役に立

つという満足感や責任感から労苦を厭わず,食

事や炊事から,家族成員の細々とした世話まで

し続けることになる｡

(2)イネイブラー (TheEnabler)

あらゆる自らの犠牲や努力を以って,家族全

員をまとめあげるとする役割である｡家族内の

争いを諌めたり,発生している問題が表面化し

ないように常に配慮しながら行動していくこと
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になる｡

(3)ロス トチャイル ド (TheLostChjld)

一人で遊ぶ,部屋に閉じこもるなどの孤独な

行動を特徴とし,家族から自らの存在を消すか

らのように逃避する形で機能不全状態の家族に

対応しようとする｡

(4)英雄 (TheHero)

不断の努力により社会や学校などで成功,宿

躍を示し,不幸な状態にある家族に名誉や誇り

を与える重い責任を引き受ける存在である｡

(5)マスコット (TheMascot)

自分自身の辛さや孤独などの感情表現を抑え

て,常におどけた言動で家族を陽気にさせよう

とする道化師的役割である｡

(6) いけにえの羊 (TheScapegoat)

非行や犯罪,アルコール依存など社会的に問

題のある行動を起こして,家族の厄介者を体現

することになる｡他の家族成員から ｢あいつが

いなければ,この家は平和なのに ･･･｣など

と非難の的になり,家族内の問題や矛盾を引き

受けることになる｡

(7)プリンセス (Dad'slittlePrincess)

父親や母親のパー トナー的な役割を演じる役

割である｡子供らしい感情や意志の表現を抑圧

し,親に合わせた行動をとり続けることで,成

長してからも他者から虐待の被害を受ける傾向

が強い｡悪化した事例では,子供たちが精神的

な近親相姦的な役割を強いられ,深刻なス トレ

ス障害を被ることもある｡

(8)聖者 (TheSaint)

家族内の暗黙の期待にこたえて,聖職者よう

な,常に正しく酒新で精神的に価値の高い崇高

な行動を体現する役割である｡

Kritisberg (1985)の論 じるところによる

と,不健全な家族では,各々の成員が前記のよ

うな役割の,一つの役割,あるいには,複数の

役割を担っていて,家族内の力動性の変化が生

じると,異なる役割へと役割を変えていくこと

も少なくないとされている｡また,これらの役

割の機能的意味を考察すると,ある種の問題を

抱える家族が,真の問題性を覆い隠しながら,

現状の家族間の力動的安定性を維持することに

資することが明らかになっている (Kritisberg,

1985)｡

3.不適切な家族内のルール

Kritisberg(1985)や緒方 (1996)により,

アルコール依存症を始めとした家族システムに

歪みがある機能不全家族には,混乱した家族内

に一定の秩序付けを為すべく,以下のような適

切性を欠いたルールが用いられていることが論

じられている｡

(1)硬直のルール

アルコール依存者などの問題行動を示す者を

抱える家庭では,その者が家族内で暴れたり,

暴言を吐いたりするような不測の事態に対応し

て家庭を維持しようと,常に身構えて硬直性の

高い言動で発生する事態に対応 しようとする傾

向が強い｡このような対応姿勢は柔軟性を欠く

ものであるため,事態の本質的な転換や変化に

は対応できないことが多い｡

(2)沈黙のルール

アルコール依存者の家族は,家の中で起きて

いる受け入れがたい事態を部外者に対してはも

ちろん,家族内でもそれを話題にしてはならな

いというルールに縛られており,家族が問題に

対して積極的に取り組むきっかけが得られない

とされている｡

-28-



(3)否認のルール

家庭内に依存症などの問題を示す者がいる機

能不全家族では,家族成員が家族内に問題が存

在することや事態が悪化していく現実を一切認

めないとする原則に基づいて行動し,自分たち

の家族には問題がないと装うことで,根本的な

変化の必要性を否定しようとするのである｡

(4)孤立のルール

飲酒などの家族内の問題が,家族以外の周囲

の者に知られないように,問題を抱える家族の

者が他者との親密な交流を拒もうとする行動傾

向で,他者との交流が妨げられることで,適切

な関係性を築いていく上で大きな障害が生じる｡

上記のルールは,依存症などの問題を抱える

家族が,混乱した事態を緩和して家族内に安定

性をもたらそうとするものであるが,その試み

も家族システムの歪みを根本的に修正すること

には至らないため,事態を建設的な方向-と導

くことにはつながらないことが論じられている

(Krltisberg,1985).

4.不適切な世代境界

Friel&Friel(1998)揺,不健全な家族で

紘,両親と子供たちとの世代間の境界に以下の

ような問題性が見られることを指摘している｡

(1)強過ぎる世代境界

両親と子供との世代間の境界が,強過ぎる家

庭では,親と子供の間の精神的,物理的な交流

が妨げられる傾向が強いことが明らかにされて

いる｡両親と子供との問に遊びや話 し合いなど

の深い関わりがなく,親の厳然とした姿勢のみ

が示される場合,子供は両親の暖かい養育性を

感じ取れず,孤独感にさいなまれることが論じ

られている｡

家族システムの歪みによって引き起こされる問越性について

(2)弱過ぎる世代境界

両親と子供との世代境界が弱すぎて,子供が,

大人の役割や責任を果たすことを求められると,

子供らしい感情や欲求を持つことが妨げられて,

大きな心身的ス トレスを受けることが示されて

いる｡時には,肉体的な近親相姦,精神的な近親

相姦などに至る深刻なケースも報告されている｡

Friel&Friel(1998)によると,不健全な

家族では,強過ぎる世代境界,あるいは,弱す

ぎる世代境界が見られるか,または,両者の間

を行き来するなど,柔軟に状況に応 じて適度な

距離感を保った形で対人関係を持つことがなさ

れていないと指摘されている｡つまり,このよ

うな家庭は,家族成員が適度な関わりを維持し

ながら,家族全体として一体感を保つことが出

来ず,その家庭で生活する子供たちが適応的な

集団生活を営むための養育的環境に欠けている

ことを意味しているのである｡

5.家族内に見 られる三角関係の問題性

遊佐 (1984)は,家族臨床心理学の理論家で

あるボーエン(Bowen)やミニューチン(MLnUChin)

などによる家族システム論を基に,以下のよう

に,不健全な家族内に起こる三角関係的な問題

を明らかにしている｡

ボーエンによれば,二者間の融合性に関して,

近親性-の欲求と適度な対人的距離感の維持と

いう背反する感情を適切にコントロールしなが

ら,安定した関係を維持していくことが難しい

状態にある場合,第三者を巻き込んだ,三角関

係 (triangle)と呼ばれる新たな対人関係的

システムを構成しようする傾向が強くなるとさ

れている｡

とりわけ,緊張した二者関係に対して,不満

をより強く感 じる者が,新たに引き入れた第三

者との間に融合関係を結ぶ傾向が強く,取り残

された一人が遊離的な状態に移行するとされて

いる｡このような三角化のシステムにより,-
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時的には二者関係で発生した緊張関係が緩和さ

れるものの,遊離的な状態になる者が疎外感を

感 じるなど,別の対人関係的問題が生じて,安

定した関係性が本質的に構築されるには程遠い

状態であると論 じられている｡

また,ミニューチンの家族間の提携と機能に

関する見解によると,家族内の三者の関係性で

は,強い提携関係を結ぶ二者と遊離状態にある

者が組み合わせされて,いくつかのパターンが

形成されていることが明らかにされている｡

(1)片親と子供の強固な融合性

片親が,たとえば父親などが不在であるなど,

何らかの理由で家庭内の役割や存在感などを示

せない状況ある場合,そのパー トナーである母

親は,夫から得られない親近感や協力などを子

供に求めるようになり,不満を感 じた一方の親

と子供との問に強い融合関係が築かれる｡ しか

し,残されたもう一方の親が孤立した状態にな

り,本質的に安定した関係を形成することには

至らないとされている｡

(2)迂回連合

両親間に解決されない強い葛藤関係が存在す

る場合に,両者が子供の非行などの問題性を共

に批判することで,あたかも連合関係を持つか

のような姿勢を示すことを意味している｡この

関係を,両親の側 から見ると,子供を非難する

という間接的な方法で連合性を示 していると解

釈され,他方,子供の側から見ると,子供が非

行を行 うことで,両親の不和を顕在化させない

ような機能を果たしていると理解されるのであ

る｡

6.亀口による歪んだ家族システムの類型

亀口 (1992)は,上記のような歪んだ家族シ

ステムについて,我が国の社会や家庭の実情を

踏まえて研究を進め,以下のようなより詳細な

類型を明らかにしている｡

(1)父親孤立型システム

日本の平均的な家庭では,父親は職場で機能

することが最優先され,家庭内の役割や存在感

が軽視される傾向が強く,父親本人が自覚する

しないに関わらず,心理的,情緒的に孤立した

状態になり,結果的に,母子が密着 した関係性

を築くという問題が発生することが多い｡

(2)迂回攻撃型システム

葛藤や トラブルを抱えた夫婦が問題に直面せ

ず,非行などの問題行動を示す子供を攻撃する

パターンである｡子供を共に攻撃することであ

る種の疑似的連帯感を持つことにつながり,一

時的には,彼らの間の疎遠な関係を希い隠すこ

とになるが,根本的な改善にはならず,問題が

繰 り返される｡

(3)迂回保護型システム

前述のように夫婦間の葛藤が見られる場合で

も,子供が病気や障害を持っているような事例

では,子供を保護養育するために,彼ら自身の

関係性の問題を棚上げにして,協調 しあうこと

が多い｡このようなケースでは,当座の連帯感

がもたらせられるが,本質的問題が隠蔽されて

いることに変わりはなく,当事者がその問題に

気が付く機会が中々得られずに,真の関係性の

改善が進まないことが多いと指摘されている｡

(4)分裂型システム

夫婦間が疎遠で,子供が複数いる家庭におい

て,それぞれの親が,別々の子供を味方につけ

て対立関係を生 じるパターンである｡両親たち

が問題を顕在化させない場合には,家族の分裂

が回避されるが,それが表面化するような事態

に至ると,離婚や別居などを引き起こすことも

多いO

(5)世代断絶型システム

両親の世代と子供たちの世代との間に,人生

や行動に関する価値観や規範意識などの著しい
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隔たりが見られ,それが固定化すると,親子間

の親密な交流が妨げる要因となることが知られ

ている｡

(6)離散型システム

上記の世代間の断絶に加えて,夫婦間,子供

たちの同世代のサブシステムにも亀裂が見られ

るケースで,一人一人が単なる同居人のような

形で暮らし,家族内の一体感,所属感が薄れて,

まとまりのない状態になる｡都市化した近代的

な生活スタイルの中で,過度な個人の権利や多

様性が強調され過ぎた家庭で多発しやすいシス

テムの歪みであると論じられている｡

(7)密着型システム

離散型と対極にある家族システムで,家族の

成員全員が心理的に過度に密着し過ぎるため,

成員の一人に問題が起こると家族全体に動揺や

葛藤が伝播する傾向が強い｡世代間の境界,同

世代サブシステム間の境界共に唆味で,個人と

しての分化度が未熟であるため,その中で暮ら

す成員は,自他の区別が出来ずに適切な対人関

係を形成することが困難になると指摘されてい

る｡

(8)均衡型システム

この家族システムは歪みがなく,理想的な状

態を表しているO各々の家族成員間に適度な距

離感があり,世代間の境界や同世代サブシステ

ム間の境界の双方が維持されている｡相対的に,

家族内の力動性がバランスよく配置されている

健全な家族形態であると言えるのである｡

前述のように,問題のない均衡型を除いた,

家族システムの歪みが示された様々な類型では,

何らかの形で家族間の適切な交流やコミュニケー

ションが妨げられるなど,様々な心理臨床的問

題の発生につながる要因が形成されていること

が明らかにされている (亀口,1992)0

'#族システムの歪みによって引き挺こされる間越作について

7.家族システムの歪みと共依存関係

依存症は,社会生活や対人関係などに繰り返

し重大な障害をもたらす悪癖であり (信田,20

00),物質に対する依存としてのアルコール依

存症や薬物依存症,プロセス (行為過程)に対

する依存症としてのギャンブル依存症,買い物

依存症,窃盗癖,また,人間関係の依存症とし

ての共依存症,恋愛依存などがあるとされてい

る (斎藤,2009)｡

代表的な依存症であるアルコール依存症とそ

の家族に関する知見を鑑みると,依存症は,世

代を超えて伝播することが捉えられていて,そ

のような依存症者を生み出す家族システムには,

特徴的な問題が見られるとされている (斎藤,

2009)0

さて,対人関係の依存症である共依存は,ア

ルコール依存患者の夫とそれを支える嚢との依

存的な対人関係を表す概念として生まれ,当初

はアルコール依存症などの噂好者が生み出され

る家族関係などを対象としたものであったが,

近年では,アルコール依存,噂好などの枠を超

えて,前述のように機能不全状態にある様々な

家族間に見られる依存関係などにも適用範囲が

広げられつつある(緒方,1996;信田,2000)0

このような近年の状況を踏まえて共依存の定

義を見ていくと,その問題は,自己中心的で思

慮に欠ける行動や,社会や対人関係に支障をき

たすような問題行動で他者を振り回す者と,そ

のような社会生活に破綻をきたすような問題行

動を続ける者に対して,一方的な世話や援助を

行うことに没頭し続けることで相手を無意識的

に支配しようとする者との二者間の依存関係で

あり,互いに嫌悪感,憎悪や憎しみなどを抱き

つつも相互に離れられない深刻な関係性の病理

を表すものであるとされている (斎藤,1997)0

さて,斎藤 (1997)は,アルコール依存者の

夫とその妻の間に存在する共依存的関係を典型

例として取り上げ,その依存者である夫は誰の

目にも明らかな形で社会生活に支障のある行動
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を示すことになるために,その本人の問題は, るのである｡

色々な面で幅広い注目を集めるが,一方,生活

破たんを引き起こす夫を支え続けている妻に関

しては,その問題性が顕在化しないため,近親

者はもちろん,親しい周囲の者にも周知され難

くく,反対に,甲斐甲斐しく夫を支える愛情深

い人物として称賛されることも少なくないこと

を論じている｡注目すべきは,一見すると,悲

悲深く捉えられる妻の行動も,別の視点から見

ると,自分がいないと生活が困難となる夫を支

えることで,自らの存在意義を確認し,他者を

コントロールする欲求を満たそうとすることで

あることも多く,結果的には,支えすぎる妻の

過度の保護的な行動が,夫の問題行動を維持す

ることに貢献するいわゆる "ィネー ブラー′′

と呼ばれる問題行動を体現することに他ならな

いと解せることなのである (斎藤,1997)0

上記のように,共依存状態が展開されている

家族システムの中で育つ子供たちは,両親間に

示される対人関係のやりとりを見聞きすること

で,上記のような問題性の高い対人関係やコミュ

ニケーションの持ち方などを身につけることが

知られており,その結果,夜尿症,不登校,秦

庭内暴力,非行,食行動異常などの症状を呈す

ことが知られている (斎藤,1986)｡中でも,

アルコール依存症などの機能不全家庭で生育し

た女子は,自分の父親と同様のアルコール依存

症者などを人生のパー トナーに選択し,一方的

な世話をし続けるような夫婦関係を形成する割

合が高いことが示されており,依存症などの問

題を抱えた歪んだ家族システムは世代を超えて

伝播していく傾向が強いことが指摘されている

(緒方,1986,斎藤,1984)｡

前述の知見や論議をまとめると,共依存関係

で生育する子どもたちは,親の世代から歪んだ

対人関係やコミュニケーションを学び取り,自

らの世代でその共依存関係を再生産する傾向が

強く,共依存は世代間を超えて継承される簡単

には根絶できない,歪んだ家族システムにより

媒介された根深い対人関係の病理であると言え

8.円環的因果律による問題考察の重要性

亀口 (1992)によって述べられているように,

家族臨床心理学の円環的因果律による問題行動

の考察は,両親の不和に起因した子供の養育時

における協力性の欠如により,非行が発生した

というような親から子供への一方向的な影響を

考察するだけでなく,他方,子供の非行により,

両親がその対応に追われる結果,親たちの疎遠

な関係という問題性が緩和され,覆い隠される

という子供の行動が両親に与える異なった方向

性からの影響をも検討するのである｡つまり,

円環的因果律による問題考察では,家族を有機

的につながっている一つのシステムとみなし,

家族成員間の相互力学や関わり方の複雑に連鎖

した作用過程を詳細に分析して,心理臨床的問

題性の発生や対応を考えていくのである｡

とりわけ,問題行動を為す者のパーソナリティー

や,その人物が過去に被った心的外傷などの個

人的観点に焦点付けを行っても,その発生の原

因やメカニズムが明確化できないような事態に

対しては,その問題行動の本質的理解を促進す

るため,当該人物の家族システムについて,円

環的因果律的観点から,その問題性の考察を行

うことが重要となることも多いと考えられる｡

斎藤(1996)によれば,非行や不登校など一見

すると個人的な原因によるものと思われる心理

臨床的な問題も詳細に考察してみると,その問

題が家族システムの歪みに起因していて,偏っ

た形で背負わされている責任や役割の重さに耐

えきれなくなった特定の個人が,アイデンティ

ファイ ド･ペイシャン ト (IP)として,何ら

かの形で問題行動を起こし,その家族全体の構

造的問題に響鐘を鳴らしているものであると解

釈される事例が見られると指摘されている｡

そこで,いくつかの問題行動の事例を円環的

因果律的立場から考察すると,以下のように家

族システム上の問題点が焚り出され,また,そ
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のような問題行動がシステムの歪みに起因した

ものであると判明することも珍しくないことが

分かるのである｡

ある児童期の女子学生を例にとると,その子

は常に明るく,快活で,新聞配達から一家の家

事炊事をも一手に担い,親代わりに弟たちの世

話までしっかりこなし,学校では,クラスでは

学級委員を務め,運動部の活動にも懸命に参加

する典型的な ′′よい子′′であったが,学校の

休暇中に突然家出をして周囲を惣かせた｡それ

に対して,親や教師など周囲の誰もが ｢なぜ,

あんなに真面目でしっかりした子が家出をした

のか理由がさっぱり分からない｡｣という趣旨

のことを異口同音に述べるような状態にあった｡

個人的な視点からはこの事例の家出の原因は理

解 し難いものであったが,彼女の家族システム

に視点を据えて問題を考察してみると,その子

は,親の期待に応え,遊びたい盛りにもかかわ

らず子供らしい欲求や思いを抑えて,児童期の

年齢に不相応な役割や責任を果たし続けてきて

おり,その過重な負担から逃げ出す唯-の方法

として家出を選択 しなければならなかったこと

が明らかになるのである｡

また,ある共働きの家庭で鍵っ子として暮ら

す男子児童のケースについて考えると,その下

は,著 しい非行などの行動傾向は一切伺えず,

経済的にも何不自由ない状態にありながら,時

折万引きを繰り返し,その原因が理解出来ない

親や教師などを困惑させていた｡顕著な非行傾

向や経済的な困窮状態もない子供が犯したその

万引きも,鍵っ子としていつも孤独に放置され

ていたその子が,万引きすることで,心配する

親などの家族全員を呼び寄せようとする試みで

あると解釈すると,その問題行動の原因が歪ん

だ家族システムによるものであり,問題を起こ

す子供は,IPとして家族全体の問題に警鐘を

鳴らす役割を果たしていたと推察することが可

能になるのである｡

上記で論 じた事例などを再検討すると,既に

述べたように,個人的な視点に基づきパーソナ

家族システムの歪みによって引き起こされる問題性について

リティーや心理的外傷など対する考察を進めて

も,問題の発生原因や介入的アプローチを充分

に見出すことが難しいような場合,その本質的

理解を促進するために,家族を一つのシステム

とみなして,その成員間の複雑な交流や力学的

作用を重んじて,心理臨床的問題を捉えていく

ことが望ましいと言えるではないだろうかO

9.おわりに

人間は,固有の気質や一人一人の独自の体験

を礎に成長 していくものであり,個人を起点と

してその心理的な問題を捉えることが重要なの

は言うまでもない｡同時に,個人は,家族とい

う相互に影響を与えあう対人関係のネットワー

クから切り離せない存在として生育する存在で

あるため,様々な問題の発生原因やメカニズム

を的確に把握するためには,共に生活してきた

家族内の役割,ルール,世代境界,家族の構造

形態などを丁寧に理解することが必要となる｡

従って,適切な教育や心理的治療を行 うために

は,個人的な視点に加えて,家族システムとい

う観点をしっかりと踏まえて,心理臨床的問題

性を検討し,その原因や対応を検討 してい く こ

とが不可欠であると言えよう｡
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